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研究成果の概要（和文）：精神病発症危険状態にある若年層患者の臨床・社会的転帰を明らかにし、精神病顕在発症へ
の移行例と非移行例との判別に有用な特徴を早期段階において見出すことを目的とした。精神病発症超ハイリスクと診
断された22名の患者に対し、症状および心理社会面に関する検査をベースラインと1年後時点に施行し、転帰を観察し
た。1年後に追跡可能であったのは15名、精神病への移行例は6名、非移行例は9名であった。非移行例の方が移行例よ
りも、ベースラインの社会機能が低い傾向にあった。精神病発症に対する予防的介入のみならず、社会機能の向上に焦
点を当てた介入の必要性が示唆された。転帰に関しては、より長期的な追跡研究が必要である。

研究成果の概要（英文）：Objectives: To observe trajectories of symptoms and psychosocial functioning in 
patients at ultra-high risk (UHR) for psychosis as well as to investigate the psychosocial predictors of 
transition to psychosis.
Method: Twenty-two prospectively identified patients fulfilling UHR criteria were followed in one-year 
longitudinal study. Symptoms and psychosocial functioning were measured at the baseline and after one 
year follow-up.Result: Among the 15 patients who underwent follow-up evaluation, 6 subjects had converted 
to full-blown psychosis at one year, and 9 had not. There was a tendency for non-converters to have lower 
social-functioning at their baseline than the converters.Conclusion: The study suggests the need for 
treatment targeting not only the prevention of developing psychosis but also targeting the recovery of 
social-functioning. Further investigation of UHR patients should be considered with longer follow up 
duration.

研究分野：精神医学
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１．研究開始当初の背景 
 統合失調症は、多くが思春期・青年期に発
症し、学業および就労などの社会機能にさま
ざまな支障をきたす精神障害である。しかし
ながら、できる限り早期にその兆候を発見し、
適切な治療を行うことにより、重篤化を防げ
ることが数々の研究より知られている。 
 今日までの世界的な研究の潮流は、このよ
うな統合失調症をはじめとする精神病の発
症危険状態（At-risk mental state; ARMS）
にある若者を可能な限り早期に発見するた
めのスクリーニング尺度の開発と、精神病へ
の移行率の研究であった。本研究代表者を中
心とするグループも、本邦における ARMS の
ためのスクリーニング尺度の標準化、および
ARMS であるとみなされた患者の前方視的追
跡に携わってきた（平成 19-20 年度文部科学
省科研費基盤研究(C)課題番号 19591377）。そ
の結果、1 年間の追跡中に約 20%が顕在発症
に至ったことが明らかにされた。 
 一方、何かしらの精神的変調を訴え、ARMS
と診断されながらも精神病へと移行しない
「非移行例」が、その後どのような臨床的・
機能的転機をたどるのかを明らかにした研
究は国内外でも皆無に近い。しがたって、今
後の研究においては、これらの若者の臨床
的・機能的転機を明らかにし、早期段階から
当事者の愁訴にあった介入を行うこと、およ
び、ARMS のスクリーニング段階において、そ
の後の精神病への移行・非移行をより正確に
予測するための兆候を見出すことが重要で
ある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、精神病発症危険状態にあ
る思春期・青年期の患者の病態変化を前方視
的に追跡し、臨床的・機能的転帰を明らかに
すること、ならびに、精神病の顕在発症に至
る移行例と発症に至らない非移行例とを比
較することによって、より早期段階での判別
に有用な症候を初診時（ベースライン）の各
種検査結果から見出すことであった。 
 
３．研究の方法 
参加者は、東邦大学医療センター大森病院
精神神経科の専門外来ユースクリニック、お
よびデイケアである“イル ボスコ”で募集し
た。対象者の選択に際しては、統合失調症の
前 駆 期 症 状 ス ク リ ー ニ ン グ
(SIPSscreen)(Millerら，2004)を実施し、そ
の結果、精神病の発症危険状態にある可能性
が高いと判断されたものに対して、統合失調
症 前 駆 症 状 の 構 造 化 面 接 (Structured 
Interview for Prodromal Syndromes; SIPS)
日本語版を施行し、精神病発症超ハイリスク
（Ultra-high risk for psychosis）であるか
否かを診断した。 
このようにして選出された超ハイリスク症
例に対し、①診断面接と症状評価、②一般
精神症状評価（Zung 抑うつ評価尺度、

Leibowitz 社会不安スケール）、③病識
（SUND-J）、主観的満足度評価（SWNS-J）、
生活の質の評価（WHO-QoL）、④社会機能評
価（SFS）、⑤認知機能検査（各種神経心理検
査）などの検査バッテリーを、ベースライン
時点と 1 年後時点において実施し、さらに、
⑥背景情報、随時の処方内容、治療内容、家
族歴、受診経路などを合わせて検討した。 
本研究はいわゆる介入研究ではなく、通常
の外来診療の中で発症を逃れるように治療、
支援しながらの観察研究であった。従って、
登録した対象症例については各主治医のも
とで通常の診療を受けた。 
 
４．研究成果 
(1) 研究参加者 
H24年度からH25年度までの2年間の登録期
間において、全22症例を研究参加者として登
録した。これらの参加者のうち、1年後の追跡
検査を完遂したのは15症例であり、追跡率は
68％であった。 
 
(2) 参加者の属性 
参加者の性別は、男性 8 名、女性 14 名、
研究参加時の平均年齢は 21.0（標準偏差±
6.0）歳であった。男女比において女性患者
の比率が多いのは、我が国における他の超ハ
イリスク群専門機関と同様の結果であった。
背景要因としては、20 歳前後の若年層におい
ては一般的に女性の方が男性よりも援助希
求行動（help-seeking behavior）が盛んで
あることが影響していると思われるが、今後
のさらなる検討が必要である。 
研究参加時点における参加者の職業は、学
生（休学中も含む）が 15 名（うち、高校生
10 名、大学生 4名、専門学校生 1名）、有職
者（休職中も含む）が 2名であり、在学も就
職もしていないのは 5名であった。 
 合併症状として最も多かったものは、精神
疾患の分類と統計マニュアル（DSM-IV）によ
る診断基準のうち、不安障害が 15 名（68%）
であり、次に多かったのは気分障害の 4 名
（18%）であった。これは、諸外国における
超ハイリスク群の合併症の特徴（Fusar-Poli
ら，2014）とも一致するものであった。 
 
(3) 移行率 
 参加者22名のうち、1年後のフォローアップ
検査時点で精神病への移行が確認されたのは
6名（男性3名、女性3名）、移行しなかったの
は9名、治療からのドロップアウトにより状態
が確認できなかったのは7名であり、参加者全
体に対する精神病への移行率は約27%であっ
た。移行率に関しては、諸外国における研究
からも、対象となったサンプルの性質や追跡
期間により、約9%から54%までという大きな開
きがあることが知られており（Olsen & 
Rosenbaum， 2006）(Olsen & Rosenbaum, 2006)、
単純な比較は難しい。本邦における他のARMS
専門クリニックの1年後の移行率である11%



（Katsuraら， 2015）(Katsura et al., 2014)
に比べると、やや高かったと言えるが、全体
のサンプル数が22症例と少ないため、今後も
より多くのデータを蓄積し、正確な移行率を
検討していく必要性がある。  
 
(4) ベースラインにおける移行例と非移行例
の比較 

 1 年後に精神病へと移行した症例のベース
ラインの平均年齢は23.0歳（標準偏差±7.8）
歳、移行しなかった症例の平均年齢は 20.2
歳（標準偏差±5.3）であったが、移行例、
非移行例とも年齢の散らばりが大きく、有意
な差はみられなかった。 
 社会的引きこもり、対人関係、就学（就業）
率、娯楽活動などの項目から成る SFS で測定
された社会機能面では、非移行例の方が移行
例よりもトータルスコアが 10 ポイントほど
低い傾向がみられ、特に「向社会的行動
（Prosocial Activities）」において 7ポイ
ントほど低い傾向が示された。つまり、1 年
後時点において精神病を発症しなかったグ
ループの方が、発症したグループよりも、ベ
ースラインにおける社会機能が低い傾向に
あったということである。 
非移行例の長期的な社会機能に関する研
究は症状に関する研究に比べてさらに希少
であるが、最近の研究からは、非移行例の社
会機能はベースライン時点から低く、精神病
を発症しないまでも、社会機能は数年後にお
いても低いままに留まることが指摘され始
めている(Brandizzi et al., 2015)。本研究
の非移行例からも、ベースラインの社会機能
については同様の傾向が認められたが、今後
はサンプル数を増やしたうえで、より長期的
な追跡研究を実施すると同時に、精神病の発
症に対する予防的介入のみならず、社会機能
の向上に焦点を当てた介入方法についても
考慮していく必要性があろう。 
 
(5) 今後の研究の方向性 
本研究では、治療からのドロップアウトに
より追跡不可能であった症例が全体の30%以
上存在するため、移行例と非移行例のベース
ラインの差異に関しては、検出不可能であっ
た特性が他にも存在する可能性がある（タイ
プⅡのエラー）。また、移行例と非移行例と
の間で有意傾向がみられた社会機能に関して
は、本研究で使用した簡易質問紙のみならず、
より多角的に検討する必要性がある。 
本研究実施施設においては、昨年度より
ARMSと診断された患者に対して、認知機能を
はじめ、対人関係などの社会機能についても
詳細なアセスメントが可能な「包括システム
によるロールシャッハ・テスト（Exner, 2003）
(Exner, 2003)」を施行し、ARMSのベースライ
ンの特性および精神疾患への移行／非移行に
関する研究を開始している（Inoueら, 2014; 
Inoueら, 2015）。さらに、個々の患者のベー
スラインの特性に応じた介入プログラムも実

施している。今後は症例数を増やし、精神病
の発症リスクの高い患者をより正確に判別で
きる特性を検討するとともに、非移行例につ
いても、社会機能の促進をターゲットとした
早期介入を実施し、その効果について検証し
ていく予定である。 
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